
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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後期基本計画 令和　２年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０２ 計画的な道路整備と維持管理

道路課長　  及川　竜悦

１．基本施策の令和 2年度までの実現状況を明らかにする

安心で快適な暮らしを支える重要な生活基盤である道路について、将来の少子高齢化や施設の老朽化による補修・更新需要

の増加を見据えて、安全で快適に利用できる道路網の整備と老朽施設の補修・更新を含めた維持管理を計画的に実施し、よ

り安全で安心な道路環境の整備を目指します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 交通事故発生件数

1 ら 71 71 71 71 71 Ｂ
件以下 59

し 57 65 - - - 50.0

幸 子どもが安全に通学できると感じる人の割合

2 65.8 65.8 65.8 65.8 65.8 Ｄ
％以上 65.8

福 67.1 66.6 - - - 0.0

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

04020100 安全・快適な幹線道路網の整備
暮

交通事故発生件数
1 ら

71 71 71 71 71 Ｂ
し 件以下 59

57 65 - - - 50.0

04020200 より安全で安心な道路環境の整備
暮

滝沢市に愛着がある人の割合
2 ら

76 77 79 80 80 Ｄ
し ％ 69.2

69.1 68.1 - - - △10.2
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成
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現）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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２．基本施策の実現に向けての令和 2年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

・新しい「道路整備計画」策定に向けて、現行の「道路整備計画」の事業進捗の整理及び「道路修繕台帳」の登録内容の精

査を行いました。また、計画的な老朽化対策として「舗装維持管理計画」の継続的見直し及び「橋梁長寿命化修繕計画」
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(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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04020100  安全・快適な幹線道路網の整備
1

503,796 379,691 △24.6

04020200  より安全で安心な道路環境の整備
2

444,241 531,523 19.6

04029000  【4-2 基本施策目標値入力用】
2

0 0 0.0


